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DuMA ニュースレター                                   ２０２５年５月２６日 
日本海中部地震から 42年 

 日本海中部地震はまさに４２年前の１９８３年（昭和５８年）５月２６日に発生しました。地震の規模は

M7.7 というもので、日本海側で発生した地震としては当時最大級のものでした。秋田県・青森県・山形

県の日本海側で１０m を超える津波が発生し、多くの人的被害が発生しました。 

 特に遠足で秋田県男鹿市の加茂青砂海岸を訪れていた１３人の小学生が津波の犠牲となったので

す。当時、旧合川南小学校（現北秋田市）の 4年生と 5年生が、2台のバスで遠足中でした。地震発生

後、津波は数分以内に海岸に到達し、多くの児童を巻き込みました。 

 当時は日本海側では地震で津波が発生するという認識は普及していなかったのです。この地震で

は、日本国内での死者は 104人に及び、そのうち 100人が津波によるものでした。 

 当時のシステムで津波警報が発表されたのは地震発生から 14分後であったことと、日本海側に津波

は来ないという俗説が信じられていた事が人的被害を大きくしたのです。 

 今では、日本海東部でも太平洋側と同じように大きな地震が発生する事が知られるようになりました

が、当時は「津波を伴う地震は太平洋側でしか発生しない」と考えられていたのです。 

日本海東淵にはユーラシアプレートと北米プレートの境界が通っているのが一般の方に認識されたき

っかけがこの地震であったとも言えるかと思います。 

 

 
 この地震の後、１９９３年には北海道南西沖地震（M7.8）も発生し、奥尻島が大きな津波被害を受けま

した。 

 

 ちなみにこの日本海中部地震では当時普及しだしたビデオカメラで津波が川を俎上する映像も残さ

れました。 

 

https://www.youtube.com/results?search_query=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B5%B7%E4%B8%AD%E9%

83%A8%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%80%80%E6%B4%A5%E6%B3%A2 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.youtube.com/results?search_query=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B5%B7%E4%B8%AD%E9%83%A8%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%80%80%E6%B4%A5%E6%B3%A2
https://www.youtube.com/results?search_query=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B5%B7%E4%B8%AD%E9%83%A8%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%80%80%E6%B4%A5%E6%B3%A2
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首都圏と九州の地下天気図®️ 

今週号では５月２２日時点の首都圏および九州の L タイプ地下天気図をお届けします。 

首都圏については、前回４月２１日のニュースレターとほとんど変化の無い事がわかりました。今のとこ

ろ地下天気図解析では、首都圏に喫緊の問題点は無いと考えています。 

 

 
 

上の地下天気図は解析の基準となる深さを地表（＝０ｋｍ）ではなく、６０ｋｍとしています。これは首都

圏では、沈み込む太平洋プレートが内陸でやや深い地震（深さ５０−１００ｋｍ）で数多く発生しているた

めです。特に東京でよく有感地震となる千葉県北西部や茨城県南部の地震はその発生する深さが５０−

８０ｋｍ付近に集中しており、このような地震活動をより正確に評価するために、解析の基準となる深度を

６０ｋｍとしています。 

 

 九州地方については、４月１４日のニュースレターが前回の解析になります。九州北部での地震活動

静穏化異常は継続しています。宮崎県沖の日向灘の地震活動活発化の異常は、昨年８月８日の南海ト

ラフ臨時情報発表の元となったマグニチュード７．１の地震前から豊後水道を含めて活発化しており、現

在も活発化した状態が続いています。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

 
 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

